
ま
だ
ふ
み
も
み
ず
天
橋
立
」

が
詠
ま
れ
て
い
る
。
今
日
広

く
知
ら
れ
て
い
る
天
橋
立
を

松
島
、
宮
島
と
並
び
称
し
た

『
日
本
三
景
』
と
い
う
語
句
の

文
献
的
初
見
は
、
１
６
８
９

年
（
元
禄
２
年
）
に
刊
行
さ

れ
た
貝
原
益
軒
の
著
書
『
己

巳
に
紀
行
』
に
お
い
て
、
天

橋
立
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
箇

所
と
さ
れ
て
い
る
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
は
１
９
５
２
年

（
昭
和
２
７
年
）
１
１
月
２
２

日
に
国
の
特
別
名
勝
に
指

定
、
３
年
後
の
１
９
５
５
年

６
月
１
日
に
若
狭
湾
国
定
公

園
の
指
定
区
域
と
な
っ
た
。 

現
在
は
２
０
０
７
年
８
月
３

日
に
新
設
さ
れ
た
丹
後
天
橋

立
大
江
山
国
定
公
園
の
指
定 

区
域
と
な
っ
て
い
る
。 

※
砂
嘴
（
さ
し
、
又
は
、
し
ゃ
し
） 

沿
岸
流
や
波
浪
に
よ
っ
て
運

ば
れ
た
砂
礫(

さ
れ
き)

が
海
岸

や
湖
岸
か
ら
細
長
く
突
堤
状

に
堆
積
し
て
で
き
た
地
形
。 

  

阿
蘇
海
の
海
流
に
ぶ
つ
か
る

こ
と
に
よ
り
、
海
中
に
ほ
ぼ

真
っ
直
ぐ
に
砂
礫
が
堆
積
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
日
本
で
は
、
外
洋
に
面

さ
な
い
湾
内
の
砂
州
と
し
て

は
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
白

砂
青
松
を
具
現
す
る
か
の
ご

と
く
一
帯
に
は
約
８
千
本
の

松
林
が
生
え
、
東
側
に
は
白

い
砂
浜
が
広
が
る
。
こ
の
松

は
、
植
林
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
大
部
分
が
自
然
発
生

的
に
生
え
た
も
の
で
あ
る
。

天
然
の
道
と
も
言
え
る
天
橋

立
に
は
、「
日
本
の
道
百
選
」

に
も
選
定
さ
れ
た
京
都
府
道

天
の
橋
立
線
が
走
っ
て
お

り
、
主
に
観
光
の
散
策
路
と

な
っ
て
い
る
。 

文
化
的
景
観 

古
代
よ
り
奇
勝
・
名
勝
と

し
て
知
ら
れ
、
一
例
と
し
て

平
安
時
代
の
百
人
一
首
の
小

式
部
内
侍
の
歌
「
大
江
山 

い
く
野
の
道
の
遠
け
れ
ば 
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ー
タ
ー
バ
ッ
ク
へ
の
悪
質
タ

ッ
ク
ル
問
題
で
、
日
大
の
問

題
処
理
の
不
手
際
さ
は
、
こ

こ
数
年
の
陸
上
自
衛
隊
の
日

報
問
題
、
森
友
・
加
計
学
園
・

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
等
、

行
政
府
の
対
応
と
全
く
同
じ

パ
タ
ー
ン
で
日
大
自
体
を
揺

る
が
す
大
問
題
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
い
ず
れ
真
相
は
明

ら
か
に
な
る
と
い
う
の
に
…
。 

と
こ
ろ
で
話
題
に
な
っ
た

ア
メ
フ
ト
は
端
的
に
言
う
と
、

防
具
で
固
め
た
選
手
に
よ
る

陣
地
取
り
の
肉
弾
戦
。
初
歩

的
ル
ー
ル
し
か
知
ら
な
い
が
、

チ
ー
ム
は
オ
フ
ェ
ン
ス
（
攻

撃
）と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス(

守
備)

の
二
手
に
別
れ
、
先
攻
の
攻 

   

撃
チ
ー
ム
が
４
ダ
ウ
ン
で
１

０
ヤ
ー
ド
進
め
な
い
と
相
手

チ
ー
ム
攻
撃
に
代
わ
り
、
先

攻
チ
ー
ム
攻
撃
か
ら
守
備
に

交
代
。
ク
ォ
ー
タ
ー
バ
ッ
ク

は
攻
撃
の
リ
ー
ダ
ー
で
沈
着

果
敢
、
的
確
な
判
断
と
パ
ス

で
試
合
を
進
め
る
選
手
の
花

形
で
、
女
子
学
生
の
憧
れ
の

熱
い
視
線
を
浴
び
る
。 

米
国
で
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

人
気
は
野
球
の
比
で
は
な
い
。

今
、
北
半
球
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
熱
い
真
夏
に
行
わ
れ
る

の
も
、
米
国
の
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
シ
ー
ズ
ン
が
秋
か
ら
で
、

そ
の
利
益
の
た
め
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。 

や
ぶ
に
ら
み 

  

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

係
員
・
飯
島 

日 

本 

三 

景 

「天
の
橋
立
」 

日
本
の
三
景
め
ぐ
り 

 

  

あおい 通信 第 158 号 

お
ふ
く
ろ
の
味
が
消
え
る
？ 

一
番
好
き
で
、
美
味
し
い

も
の
と
問
わ
れ
て
、
や
り
手

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
氏
が
呟

く
「
お
ふ
く
ろ
の
作
っ
た
カ

レ
ー
だ
な
」
《
「
コ
マ
切
れ

の
入
っ
た
、
う
ど
ん
粉
で
固

め
た
よ
う
な
の
で
し
ょ
う
？
」

と
い
っ
た
ら
「
う
ん･･･

」
と

答
え
た
そ
の
目
が
潤
ん
で
い

た
》
私
だ
け
で
は
な
い
の
だ

な
。 向

田
邦
子
さ
ん
の
随
筆

「
昔
の
カ
レ
ー
」
で
昔
の
記
憶

を
ひ
も
と
く
。
父
親
の
怒
声

と
お
び
え
な
が
ら
う
す
暗
い 

天
の
橋
立 

天
橋
立
は
、
宮
津
湾
と
内

海
の
阿
蘇
海
を
南
北
に
隔

て
、
全
長
３
．
６
㎞
に
及
ぶ

湾
口
砂
州
で
あ
る
。
形
成
に

つ
い
て
の
詳
細
に
は
諸
説
あ

る
。
２
万
年
前
に
宮
津
湾
が

完
全
陸
地
化
し
て
後
、
約
７

〜
８
千
年
前
に
氷
河
期
が

終
わ
っ
て
海
面
上
昇
が
落
ち

着
く
中
当
初
水
中
堆
積
で

発
達
が
始
ま
り
、
縄
文
時
代

の
後
氷
期(

完
新
世
、
約
６

千
年
前)

に
急
速
に
成
長
し
、

２
〜
３
千
年
前
に
地
震
に
よ

り
大
量
に
流
出
し
た
土
砂
に

よ
り
海
上
に
姿
を
み
せ
、
有

史
時
代
に
現
在
の
姿
に
ま
で

成
長
し
た
と
さ
れ
る
。 

※
砂
嘴
の
幅
は
20
ｍ
か
ら

最
長
１
７
０
ｍ
に
達
し
公
路

と
な
っ
て
い
る
。
成
形
の
過

程
は
、
宮
津
湾
の
西
側
沿
岸

流
に
よ
り
砂
礫
が
海
流
に
よ

っ
て
運
ば
れ
、
天
橋
立
西
側

の
野
田
川
の
流
れ
か
ら
な
る 

 

今
年
前
半
の
最
も
重
要
な

出
来
事
は
、
六
月
十
二
日
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
米
朝
首
脳

会
談
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
決

っ
た
事
は
朝
鮮
半
島
完
全
非

核
化
と
金
体
制
の
保
証
で
、

終
戦
は
ま
だ
先
の
こ
と
だ
。

米
朝
の
休
戦
協
定
は
１
９
５

３
年
で
、
葵
の
片
山
社
長
が

生
れ
た
年
だ
か
ら
、
社
長
を

見
れ
ば
如
何
に
休
戦
状
態
が

長
い
か
分
る
だ
ろ
う
。失
礼
！ 

翻
っ
て
日
本
…
。
五
月
初

の
関
西
学
院
大
対
日
大
の
ア

メ
フ
ト
練
習
試
合
中
に
起
き

た
、
日
大
選
手
の
関
学
ク
ォ 

東 

西 
 

南 

北 

茶
の
間･･･

。
一
家
団
欒
の
楽

し
さ
な
ど
か
け
ら
も
な
い
し
、

思
い
出
し
も
し
な
い
。
な
の

に
か
え
っ
て
懐
か
し
さ
を
そ

そ
る
か
ら
始
末
に
悪
い
。
夕

餉
（
ゆ
う
げ
）
の
カ
レ
ー
の
特
殊

効
果
を
認
め
る
人
は
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
。
誰
か
が
口
に

出
せ
ば
我
も
我
も
と
場
が
沸

き
立
つ
、
そ
ん
な
風
景
が

徐
々
に
変
わ
る
や
も
し
れ
な

い
。
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
の
市

場
規
模
が
固
形
カ
レ
ー
を
上

回
っ
た
と
い
う
。 

食
材
を
切
っ
た
り
す
る
カ

レ
ー
は
面
倒
な
料
理
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
、
料
理
専
門
家

の
談
が
あ
っ
た
。
「
家
庭
で

の
お
ふ
く
ろ
の
味
が
な
く
な 

               

談 

話 

室 

     

 

、 

    
 

 

  

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

葵
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信
―1

0
0

号
記
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ド
ラ
ゴ
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っ
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
も
。

当
世
の
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん

は
忙
し
い
。
効
率
化
こ
そ
が

今
日
的
な
料
理
の
テ
ー
マ
な

の
だ
。
誠
に
正
し
い
説
と
思

わ
ざ
る
を
え
な
い
、
正
し
い

と
頭
で
理
解
し
つ
つ
も
「
鍋

で
コ
ト
コ
ト
」
や
黄
色
い
カ

レ
ー
の
匂
い
、
炊
飯
器
の
白

米
が
沸
騰
す
る
匂
い
、
そ
の

思
い
は
容
易
に
断 

て
そ
う
に
は
あ
り 

ま
せ
ん
。 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

６
月
の
報
告 

 

１
８
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ

「
バ
ン
バ
ン
」
に
て
。
７
名

の
参
加
。
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク

ス
で
５
曲
ず
つ
順
番
に
歌
い

ま
す
。 

 

７
月
の
予
定 

 

２
０
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ

「
バ
ン
バ
ン
」
に
て
。 

  

１
３
、
１
４
（
金
、
土
）

那
須
高
原
ホ
テ
ル
「
エ
ピ
ナ

ー
ル
那
須
」
１
泊
旅
行
。 

  

皆
さ
ん
も
、
希
望
す
る
企

画
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

「
葵
友
の
会
」
の
役
員
、
ま

た
職
員
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。 

  
 

 
 

（
事
務
局
長
） 

  

葵
通
信1

0
0
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記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

南側からの眺望 - 飛龍観 

 



 

 

木
村
美
代
子 

（
Ｈ
２２
年
１
月
６
日
か
ら
通
所
） 

      

何
時
も
車
で
通
る
道
の
三

階
に
（
葵
）
の
文
字
が
と
び

こ
ん
で
き
た
。
異
国
の
小
学

校
と
同
名
‼
、
時
が
経
ち
、

介
護
を
受
け
る
様
に
な
り
、

女
学
校
時
代
の
同
級
生
、
近

所
の
三
〇
年
来
の
友
人
、
老

人
会
の
お
仲
間
等
々
、
昔
話

に
花
を
咲
か
せ
る
。
優
し
い

ス
タ
ッ
フ
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
感
謝
の
日
々
を
過
ご
し
て

居
り
ま
す
。 

ほ
ど
。 

９
月
～
１
０
月
頃
に
河
川

か
ら
汽
水
域
へ
移
り
、
や
が

て
海
に
入
っ
て
交
尾
・
産
卵

を
す
る
。
幼
生
は
小
さ
な
蟹

に
な
っ
て
か
ら
再
び
河
川
を

遡
る
。
分
布
は
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
。
身
は
少
な
い
が

殻
ご
と
炊
い
た
蟹
ご
飯
は
美

味
。 カ

ザ
ミ 

本
州
・
四
国
・
九
州
全
域

に
分
布
、
内
湾
の
浅
瀬
に
棲

む
。
甲
羅
が
横
長
の
菱
形
で

甲
幅
２
５
㎝
に
達
す
る
も
の

も
。
そ
の
肩
の
部
分
に
鋸
状

の
歯
を
持
つ
。
１
対
の
板
状

の
脚
で
巧
み
に
泳
ぐ
。 

産
卵
は
春
夏
の
２
回
。
ハ
サ

ミ
と
脚
・
胸
の
肉
・
蟹
味
噌
。

（
肝
膵
臓
）・
卵
巣
を
食
べ
る

が
、
味
噌
汁
や
鍋
物
に
す
る

と
出
汁
が
出
て
美
味
。 

 
 

灰
青
色
の
３
色
あ
る
。
雄
は

右
の
ハ
サ
ミ
が
大
き
い
。 

寄
生
虫
が
宿
る
の
で
、
甘
辛

く
煮
た
り
、
唐
揚
げ
に
し
て

食
す
る
。 

今
回
で
蟹
の
話
は
お
終
い

で
す
。 

 ふ
わ
ふ
わ
亭
わ
び
助 

                

パ
ソ
コ
ン
の
勉
強 

 

パ
ソ
コ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

 

山
田
と
し
子 

 

ぐ
に
環
境
が
変
わ
っ
て
し
ま

い
、
覚
え
た
こ
と
が
古
く
な

っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。 

で
す
か
ら
、
「
パ
ソ
コ
ン

を
勉
強
す
る
」
と
い
う
の
は
、

や
め
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

た
と
え
ば
、
知
ら
な
い
場

所
に
行
く
と
、
と
て
も
遠
く

感
じ
る
が
、
帰
り
は
少
し
近

く
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ

こ
を
毎
日
散
歩
し
た
ら
、
全

然
遠
い
と
も
思
わ
ず
に
足
が

自
然
に
動
く
。
そ
し
て
、
道

端
に
花
が
咲
き
、
空
の
鳥
の

声
に
気
が
付
く
。
そ
の
う
ち

別
の
道
に
行
っ
て
み
よ
う
か

と
い
う
気
に
な
る
。
パ
ソ
コ

ン
は
、
そ
ん
な
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？ 

私
は
、
そ
ん
な
散
歩
の
お

供
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

四
月
の
献
立
か
ら
「
練
馬

野
菜
の
日
」
を
取
り
入
れ
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
農
協
か

ら
新
鮮
な
野
菜
が
届
き
ま
す
。

ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
大
根
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
新
じ
ゃ
が
、
等
々

水
分
が
多
く
て
甘
味
が
あ
り

ま
す
。
新
じ
ゃ
が
は
土
が
付 

古 
 

 

今 
 

 

抄
（
長
期
利
用
者
様
の
紹
介
） 

蟹
の
お
話 

 
 

絹
田
治
夫 

最
終
編 

 

尾
花 

千
代
子
（
土
） 

洋
裁
を
仕
事
に
し
て
お
り

ま
し
た
。
水
彩
画
を
１
０
年
や

っ
て
お
り
ま
し
て
、
絵
を
描
い

て
い
る
と
時
間
が
い
く
ら
あ
っ

て
も
足
り
ま
せ
ん
。
葵
で
皆
と

話
し
を
す
る
の
も
楽
し
み
で

す
。 

    

  

 山
科 

順
（
月
） 

 

第
二
の
定
年
を
迎
え
よ
う
と

し
た
時
（
七
十
二
歳
）、
大
泉

学
園
（
温
水
の
）
プ
ー
ル
で
「
日

本
泳
法
の
会
員
」
の
募
集
が
あ

り
、
初
め
て
泳
ぐ
の
で
心
配
し

ま
し
た
が
、
２
５
メ
ー
ト
ル
泳

ぐ
の
に
約
二
年
か
か
り
ま
し

た
。
週
一
回
（
二
時
間
）
泳
ぎ

ま
し
た
。
十
四
年
間
泳
ぎ
、
八

十
六
歳
で
脱
会
し
ま
し
た
。
九

十
三
歳
で
葵
に
通
所
し
は
じ
め

ま
し
た
。
腰
痛
が
あ
り
ま
す
が

自
分
に
あ
っ
た
運
動
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
も
長
い

間
続
け
て
、
忘
れ
な
い
よ
う
に

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

      

 
い
て
い
て
掘
っ
た
ば
か
り
の

よ
う
で
届
き
ま
し
た
。
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
な
じ
ゃ
が
芋

は
壊
れ
に
く
く
、
免
疫
力
が

高
く
様
々
な
病
気
を
予
防
す

る
作
用
が
あ
る
。
新
じ
ゃ
が

が
出
回
る
季
節
で
す
。 

か
ん
た
ん
み
そ
汁 

①
じ
ゃ
が
芋
、
又
は
か
ぼ
ち

ゃ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
ベ
ー
コ
ン
、
水
、
み
そ
。 

キ
ャ
ベ
ツ
は
ザ
ク
切
り
に

切
る
。
鍋
に
水
と
①
を
入
れ

野
菜
が
や
わ
ら
か
く
な
っ
た

ら
み
そ
を
溶
き
入
れ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
夏
野
菜
も
色
々

出
て
来
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
で

は
新
鮮
で
旬
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

ハ
ナ
サ
キ
ガ
二 

全
身
に
鋭
い
突
起
が
あ
り
、

ハ
サ
ミ
と
脚
は
短
く
太
い
。

和
名
の
「
花
咲
蟹
」
は
、
根

室
半
島
の
か
つ
て
の
旧
名
、

花
咲
半
島
が
主
な
漁
場
だ
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
。 

北
海
道
の
襟
裳
岬
か
ら
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
、
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
半
島
、
べ
ー
リ
ン
グ
海
ま

で
の
水
深
２
０
～
１
９
０
ｍ

に
棲
息
。
甲
長
、
甲
幅
は
１

５
㎝
ほ
ど
。
茹
で
る
と
赤
禍

色
に
な
り
、
身
は
濃
厚
に
し

て
美
味
。 

モ
ク
ズ
ガ
ニ 

淡
水
と
内
湾
の
両
方
に
棲

息
し
、
ハ
サ
ミ
に
軟
毛
の
房

を
持
つ
。
甲
幅
は
５
・
５
㎝ 

 

 

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ 

岩
手
県
沖
か
ら
九
州
西
岸

の
日
本
近
海
に
広
く
棲
息
す

る
。
世
界
一
巨
大
な
蟹
。
種

と
し
て
は
古
く
、「
生
き
て
い

る
化
石
」
と
呼
ば
れ
る
。
甲

長
（
こ
う
ち
ょ
う
）
約
４
０

㎝
、
脚
を
広
げ
る
と
４
ｍ
に

達
す
る
。 

底
引
き
網
に
か
か
る
水
深

は
２
０
０
～
４
０
０
ｍ
だ
が

春
先
の
産
卵
期
は
浅
海
で
捕

獲
さ
れ
る
。
身
は
大
味
だ
が
、

蒸
す
と
甘
い
。 

水
族
館
の
展
示
で
人
気
が

高
い
。 

『
日
本
の
国
有
種
』 

サ
ワ
ガ
ニ 

本
州
最
北
端
の
下
北
半
島

か
ら
九
州
ま
で
広
く
棲
息
す

る
純
淡
水
性
の
蟹
。 

甲
幅
３
㎝
ほ
ど
と
小
さ
い
。

体
色
は
赤
禍
色
・
紫
黒
色
・ 

 

葵
の
仕
事
を
す
る
前
は
専

門
学
校
で
講
師
を
し
て
い
ま

し
た
。
学
生
は
、
ほ
と
ん
ど

が
１
８
歳
か
ら
２
０
代
で
す

か
ら
、
皆
さ
ん
と
は
随
分
年

齢
の
差
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
他
に
差
を
感
じ
る
こ
と
が

少
し
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

大
人
は
概
し
て
「
理
解
し
て

か
ら
手
を
動
か
す
」
若
者
は

「
わ
か
ら
な
く
て
も
手
を
動

か
し
て
そ
の
う
ち
自
分
の
も

の
に
す
る
」
そ
ん
な
風
に
感

じ
ま
す
。
ど
ち
ら
も
間
違
い

で
は
な
い
事
で
す
が
、
パ
ソ

コ
ン
に
関
し
て
は
理
解
し
て

か
ら
と
思
っ
て
い
る
と
、
直 

石
井
み
と
子 

(

Ｈ
２１
年
３
月
２２
日
か
ら
通
所) 

      

葵
に
来
る
の
は
週
一
回
で

す
が
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
尊

い
一
日
を
お
世
話
に
な
っ
て

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で

通
い
ま
す
。 

    

高
橋
カ
ツ 

（
Ｈ
２１
年
７
月
９
日
か
ら
通
所
） 

      

葵
に
お
世
話
に
な
り
早
や

１
０
年
近
く
な
り
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
教
室
で
、
お
陰
様

で
四
冊
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
想

い
出
」「
ふ
る
さ
と
物
語
」「
特

集
こ
ぶ
し
の
花
」「
エ
ッ
セ
ー

集
」「
私
の
人
生
行
路
」
等
、

小
冊
子
で
す
が
編
集
出
来
ま

し
た
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

▲
月
桂
冠
を
の
ぞ
マ
ン
デ
ー 

▲
火
に
水
を
か
け
チ
ュ
ー
ス

デ
ー 

▲
水
曜
日
で
木
を
ウ
エ
ン
ズ

デ
ー 

▲
腰
に
木
刀
サ
ー
ス
デ
ー 

▲
金
曜
日
の
お
か
ず
は
フ
ラ

イ
デ
ー 

▲
明
日
は
日
曜
ご
ぶ
サ
タ
デ

ー 日
曜
日
は
お
休
み
だ
か
ら

な
い
そ
う
で
す
。 

念
の
た
め 

サ
ン
デ
ー 

で
す
よ
ね
。 

 

        

西
尾
孝
子 

（
Ｈ
２１
年
９
月
８
日
か
ら
通
所
） 

      

平
成
２
１
年
９
月
よ
り
通

い
初
め
ま
し
た
。
体
を
動
か

す
こ
と
で
丈
夫
に
な
り
若
返

り
ま
し
た
。
一
日
の
リ
ズ
ム

が
で
き
生
活
に
も
張
り
が
で

き
て
き
ま
し
た
。
職
員
さ
ん

も
親
切
で
す
し
、
お
友
達
も

で
き
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。
外
出
も
楽
し
み
で
す
。 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

練
馬
の
新
鮮
野
菜 

キ
ッ
チ
ン 

川
俣
孝
子 

 

一
週
間
の
英
語
の
、
面
白

い
覚
え
方
。 

菊
池 

寛 
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